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文部科学省からスーパーサイエンスハイスクールの指定を受け、理数分野へ強い学習意欲を
持つ生徒の意欲・能力を更に伸ばす教育を実践しています。
Think Logically, Objectively and Globally. Be Innovative and Creative.
（論理的に , 客観的に , グローバルに思考せよ。その思考は革新的であれ , 創造的であれ。）

宇土中高くまモン
オリジナルバッジ

　宇土高校は平成２４年度から、同窓会の支援のもと、海外派遣研
修プログラムを実施しております。
　昨年度は、文科省が後援し日本の企業が協賛する「トビタテ！留
学ＪＡＰＡＮ」というプログラムの第１期生に本校から２名が応募
し、選考の結果両名とも奨学金を受けることができ、ユタ州でアメ
リカの歴史や自然などについて研修を受けることができました。本
年度も２名の派遣が決まっています。

３年　吉井　友佳子
　私は昨年トビタテ ! 留学 JAPAN の一期生として、アメリカのユタ州に３週間留学
をしました。私がこの経験を通して得たものは、踏み出す勇気です。このプロジェ
クトに挑戦するのも、してからも、子供だけで海外に行くのも、現地の活動でも…、
本当にたくさんの勇気を出しました。というのも、私はもともと好奇心は人一倍で
したが、臆病で知らない世界に踏み出すことができない人間だったからです。

しかし、今振り返ってみると、すべてを
乗り越えてきた私がいます。もちろん、
その過程には緊張や恐怖、悔しさを味わ
いました。しかし、それを乗り越えるこ
とで大きな喜びや、成長が得られることを知りました。今の私にとって、知
らない世界に踏み出すことは、もはや恐れることではなくワクワクすること
になりました。この学校にはそんな私たちの勇気を応援してくれる先生方や
プログラムがあります。ぜひ、この宇土高校で有意義な３年間を過ごしてく
ださいね。そして、私は今年７月からアメリカのモンタナ州に１年間留学す
ることを決めました。これまでにはない最大のチャレンジだと思っています。
一皮むけた、私を待っていてください。

平成２８年度入試
進路実績（現役のみ）

［国立］46名
東京大学　１
筑波大学　１
名古屋大学１
神戸大学　１
広島大学　２
山口大学　１
高知大学　１
九州大学　５
九州工業大学２
福岡教育大学２
佐賀大学　３
長崎大学　１
熊本大学　14
大分大学　２
宮崎大学　１
鹿児島大学  ８

［公立］24 名
埼玉県立大学１
愛知県立大学１
京都府立大学１
島根県立大学１
山口県立大学１
北九州市立大学５
福岡県立大学１
長崎県立大学１
熊本県立大学 11
大分県立看護大学１
［準大学］
水産大学校１
［私立大学］
慶応大学　１
国際基督教大学１

明治大学　１
青山学院大学１
中央大学　１
法政大学　１
成蹊大学　１
同志社大学４
立命館大学 7
近畿大学１
西南学院大学11
その他　222
［短大他］51 名
［公務員他］14 名

１年（全員共通）
■ロジックプログラム (LOGIC Program)
　ワークショップ、出前講義、プレ研究など
■未来体験学習（先端企業訪問・関東研修）
　理化学研究所やＪＡＸＡ，筑波大学など
◆学会（国際伝熱会議2014・九州両性爬虫類学会2015）
◆海外研修（アメリカ 2014・アメリカ 2015）
◆国際大会（タイ 2016）

２年（SS コース）　
■課題研究　■特別講義・発表会・コンテスト
■大学連携（熊本大学・熊本県立大学・東海大学・崇城大学）
◆学会（日本物理学会 2015・日本植物生理学会 2014/15・
　　　　化学工学会 2015）
◆国際学生会議（フランス・チェコ 2014）
◆国際大会・国際キャンプ（中国 2014・タイ 2015）
◆海外研修・留学（韓国 2015）

３年（SS コース）　
■課題研究　■特別講義・発表会・コンテスト
■大学連携（熊本大学・熊本県立大学・東海大学・崇城大学）
◆学会（日本発生生物学会 2016 etc）
◆国際学生会議（インドネシア 2015）
◆海外研修（ハーバード大・マサチューセッツ工科大 2013）
◆国際大会・国際キャンプ（インド 2016）
◆留学（アメリカ 2016）

豊富な経験とノウハウを活かし、研究者やグローバルリーダーとして活躍できる人材を育成しています。
学年問わず、海外研修や学会、国際大会などで活躍する生徒が増えています。※過去４年間で７０名の高校生が海外へ
授業以外にも、様々な専門機関と連携しています。（睡眠に関する研究：宇土中・高×国際統合睡眠医科学研究機構）

豊富な経験とノウハウを活かし、研究者やグローバルリーダーとして活躍できる人材を育成しています。
学年問わず、海外研修や学会、国際大会などで活躍する生徒が増えています。※過去４年間で７０名の高校生が海外へ
授業以外にも、様々な専門機関と連携しています。（睡眠に関する研究：宇土中・高×国際統合睡眠医科学研究機構）

「青年科学技術会議」に参加して　　　
1年　成松紀佳
　私はタイで行われたアジア世界規模の大会「青
年科学技術会議」に参加しました。「副実像の公
式化」について発表しましたが、審査員の質問
は鋭く、手振り身振りを交えながら答えるのが
精一杯でした。　先輩方のこれまでの努力を無
駄にしたくはないという思いで臨み、タイ全土
の高校生や大学生・院生の優れた研究を含む数
学部門 38 研究中、最高賞の 1 位を獲得するこ
とができました。
　口頭発表やポスター発表以外にも、交流会や
現地大学教授によるワークショップなど様々な
催しがあり、たくさんの新しい友達ができまし
た。そして、いつかまた別の国際大会でこの大
会のメンバーに会えることを願っています。

１年　小佐井彩花
　研究発表のほとんどが大学生や院生という「青
年科学技術会議」で発表しました。審査員６人
を前に、口頭発表ではとても緊張し、思い通り
の発表ができなかったことに悔しさが残りまし
た。ポスター発表では反省を生かし、相手に対
して実際に実験しながら丁寧に説明したことで、
相槌を打ち始め、私を見て説明を聞いてくれて
いました。
　情報交換会では、各国の文化や教育制度を発
表し、本校のウトウトタイムや SSH・GLP の
活動、熊本地震による被害も報告し、世界中の
国々からの支援への感謝も伝えることができま
した。この経験から、私は世界に目を向け「世
界の一員になりたい」と思うことができました。

課題研究・探究活動を通して、地域や社会への関心を高めます。（２・３年次）

夢を叶えるために、文系・理系問わず「論理的思考力」を高める活動をします。（１～３年次）

　また本校はＳＳＨ指定校であるため、海外での研究発表も積極的
に行っています。昨年度はインドネシアで研究発表した生徒はその実
績が認められ東京大学に推薦で合格することができました。また本年度
は２名の生徒がバンコクの大学生も含めた研究発表大会に参加し、凸レ
ンズの副実像の出現位置の数式化により最高賞を受賞しています。この
ようにグローバルな活躍を見せる生徒が着実に増えています。

関　良朝　（平成 27年度卒業、東京大学在籍）　
「夢を実現するための機会が多いSSコース」
　高校時代は科学部に所属して「チョコレートのような合金を目指して」というタイトルで易融合金の研究を行っていま
した。高校三年間で、大学に通いながらの研究や、インドネシアで行われた学生会議（ICAST）での研究発表、全国大会
出場を経験でき、改めて科学の楽しさを実感するとともに、良い出会いにも恵まれた楽しい高校時代を送ることができま
した。一方で、活動を振り返るごとに「もっと早い時期にこの内容に触れていれば」「あの計画の時点でもう少し綿密な詰
めをしていれば」と思うこともありました。このような経験や後悔の思いが、確実に今の私の生活の原動力になっています。
私は現在、東京大学の１年生ですが、時間を少しでも活用したいと思えるようになり、もともと興味のあった社会の要請
に沿った科学技術開発を専門にする学科を見つけ、多くの先生方のお話を聞くようにしています。
　SS コースの良いところは、何より触れることのできる情報の多さだと思います。特に豊富な研修や講演会は、自分の研
究者になりたいという夢をより具体化し、科学の社会への影響力の大きさに気付かせてくれました。宇土高には、何かに
悩むことがあってもその解決に全力で協力してくださる先生方がいます。夢を実現するための機会が他より多いというの
はとても魅力的です。

※　■主な活動　◆活動（研究）の成果による国際大会等　
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